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備　　　　考

成果指標については実績に合わせ上方修正。

（a） － （b）　＝　一般財源 12,769 12,769 12,769 12,769

増額理由 継続事業 （100万円以上増額となった理由をお選びください）

歳入（b）
受益者負担額

国県補助金等その他

13

コストの推移（単位：千円） （当初予算） （予算要求） （見込み） （見込み）

歳出（直接事業費）（a） 12,769 12,769 12,769

相談回数（回） 20 30 30 30
活動指標

青少年センターと指導委員の合同街頭指導（回） 65 65 65 65

成果指標 青少年センター巡回指導等回数 255 355 355 355

31年度 32年度

（総計目標値） （見込み） （見込み） （見込み）

12,769

平成３０年度からの
拡充・変更内容

（予算措置を必要とする
ものに限る）

12

指標の
推移

名称（単位）
29年度 30年度

小・中学校元校長、奈良県警OBを指導員として任用し、学校・警察と連携しながら事業を推進す
る。

11

事業の
内容

(手法)

下校時巡視、街頭指導等の巡回指導を学校・警察等と連携しながら行う。また、悩み相談事業の実施
の他、ゲームセンター等娯楽施設及び大型店舗への立入り調査を実施し、有害環境の浄化を図る。地
域との連携を図るための啓発活動を行う。

10

改善内
容を踏
まえた
今後の
方向性

2 1　拡大する 2 見直しながら続ける 3 縮小する 4 廃止又は休止する 5 完了する

9
事業の
目的

青少年を取り巻く有害環境を浄化し、非行防止に努めるとともに、街頭指導、相談事業、啓発活動等
を行い、青少年の健全育成を図る。

― 年度

事務事業の実施

対象 青少年

　

予算事業名 青少年健全育成事業　　指導委員活動費　　　

事業開始年度 平成 ― 年度 事業終了年度 平成

3

5
行革大綱の
位置づけ

重点項目 　

項　　目 　

改 革 名

4
総合戦略の
位置づけ

基本目標 　

基本的方向 　

総合計画の
位置づけ

目指す都市像 3 子どもの成長と学習を育むまち

施　　策 3 青少年の健全育成の促進

今後の取組 2 青少年の指導体制の充実

担当部名 教育委員会事務局 担当課名 社会教育課 課長名 加藤智治

平成３０年度　実施計画 継続 ソフト（任意）

事務事業の概要

事務事業名 青少年健全育成事業

3-3-1



（ 事業） （ 事業 ）

1

2

6

7

8

①

②

14

平成３０年度　実施計画 継続 ソフト（任意）

事務事業の概要

事務事業名 青少年健全育成助成事業

担当部名 教育委員会事務局 担当課名 社会教育課 課長名 加藤智治

総合計画の
位置づけ

目指す都市像 3 子どもの成長と学習を育むまち

施　　策 3 青少年の健全育成の促進

今後の取組 3 地域や家庭における啓発活動の充実

4
総合戦略の
位置づけ

基本目標 　

基本的方向 　

3

5
行革大綱の
位置づけ

重点項目 　

項　　目 　

改 革 名 　

予算事業名 社会教育推進事業費　　子ども教室推進事業費

事業開始年度 平成 ― 年度 事業終了年度 平成 ― 年度

事務事業の実施

対象 青少年及び青少年育成者  

9
事業の
目的

青少年の健全な育成を推進するため、青少年育成団体への補助金を交付する。地域子ども教室では子
どもの「安心・安全」な居場所づくりと地域の大人との「体験・交流」の機会を提供することによっ
て、子どもの「生きる力」の醸成を図るとともに、地域との絆を再生し、地域の活性化を目的とす
る。

10

改善内
容を踏
まえた
今後の
方向性

2 1　拡大する 2 見直しながら続ける 3 縮小する 4 廃止又は休止する 5 完了する

事業を地域に根付かせて継続していくためには、活動内容の周知及びそれぞれの地域が培ってきた人
と人のつながりを将来にわたって持続することが重要である。

11

事業の
内容

(手法)

青少年育成については青少年育成団体に補助金を交付して支援。子ども教室については、地区公民館
を中心に市内１１地区にて主に週末を利用し、地域の大人たちが中心となって教室を運営。地域の子
どもたちの居場所づくりとして、様々な体験・交流活動を行っている。

平成３０年度からの
拡充・変更内容

（予算措置を必要とする
ものに限る）

12

指標の
推移

名称（単位）
29年度 30年度 31年度 32年度

（総計目標値） （見込み） （見込み） （見込み）

6,174

成果指標 補助団体・子ども教室数　（回） 16 16 16 16

活動指標
事業開催数　（回） 400 230 230 230

子ども教室参加数　　（人） 7000 7000 7000 7000

13

コストの推移（単位：千円） （当初予算） （予算要求） （見込み） （見込み）

歳出（直接事業費）（a） 6,174 6,174 6,174

歳入（b）
受益者負担額

国県補助金等その他

（a） － （b）　＝　一般財源 6,174 6,174 6,174 6,174

増額理由 継続事業 （100万円以上増額となった理由をお選びください）

備　　　　考

活動指標①については実績に合わせ下方修正。
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